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、宗教的な理由にあったわけでは
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ではなく、アナキストという個人































vertical “transcendent” dimension of emptiness）と、社会倫理の水平的次元（the horizontal 
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。したがって、それは、伝統的な「熱時熱殺」の自
由から、はみでる意義の行為




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コミュニズム（B・A・C）」なり「空 - 無政府主義 - 共同体論（S・A・C）」は、国家によ
る統治・支配という「力」の原則と、資本主義的私有制から自由になる自主的な自由な個
人による「自
ア ナ キ ズ ム
由連合」を目指す思想であった。

































































































































































21	 クリストファー・アイヴスによれば、当時の読書について、さらに石川啄木やジャック・ロンドン『自伝』やマルクス & エ
ンゲルス『共産党宣言』もまた読んでいたという。さらに彼は、白弦の息子・市川浩（哲学者）の証言として、宮沢賢治と
頻繁に手紙のやりとりがあったことや、宮沢賢治の『注文の多い料理店』や『春と修羅』初版本のコピーがあったことに
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University	of	Hawai‘i	Press,	2009.	p.8.
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